
Department of Home Electronics Development

Kanagawa Institute of Technology, JAPAN2016/1/7 3

消費電力確認タイマ設定を行った場合

消費電力確認タイマ設定を行わなかった場合（5分毎自動確認の場合）
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節電行動を促進する HEMS支援ツールの開発 
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1. はじめに 

東日本大震災後，原子力発電所の停止により

電力供給が不足し，計画停電が行われた．電力

需要を削減する技術として，各家庭の消費電力

を 削 減 可 能 と す る HEMS(Home Energy 

Management System)に関心が高まった．HEMS の

関連研究には，オンデマンド型電力制御の研究

がある[1][2][3]．文献[1]は，ユーザ自身が電力使用

量の上限値を設定し，生活の質を損なうことな

く節電率を保証するオンデマンド型電力制御シ

ステムを提案している．文献[2]は，ユーザの電

力消費パターンに対して適応的に充放電管理を

行う蓄電池の管理手法を提案している．文献[3]

は，各機器が優先度に基づき公平に供給可能電

力の分配を行うことが可能なアルゴリズムを提

案している．しかし，文献[1][2][3]のようなオン

デマンド型の手法ではユーザの急なライフスタ

イルの変化への対応が困難である．本研究はユ

ーザが電力管理を行える環境を構築し，節電に

向けた行動を促進させる HEMS 支援ツールを開

発し，評価する． 

2. HEMS支援ツール 

ツールの利用シーンを Fig. 1に示す．本研究は

HEMS を活用した節電への行動の 1 つとして，

電源の消し忘れを防止するために目覚ましのよ

うなタイマをユーザは情報端末で設定する．タ

イマ設定時刻になると，電力管理を行っている

機器の消費電力情報を取得し，ユーザに告知す

る．タイマを設定しなかった場合は，一定時間

毎に消費電力情報を取得し，消し忘れでないか

告知する．ツールの要求仕様を Table 1 に示す．

(1)エンドユーザが電力管理を行える環境を提供

する，(2)節電に向けた行動を促進させる 2 点で

ある．(1)ユーザ電力管理は，ユーザが電力管理

を行っていく上で，ユーザに消費電力状況を見

える化するためのサーバを構築し，ユーザが消

費電力の状況を確認できる環境を提供する．ユ

ーザのサーバ設置時の負担を減らすために，設 

 

 

 

 

置及び設定が容易である必要がある．(2)節電行

動促進は，ユーザが電力管理から行動に移しや

すくするために，ユーザのスマートフォンやタ

ブレットに画面表示による告知や音声による気

づきを与え，節電を促し，電源の消し忘れを防

止する．電源の消し忘れを防ぐためにリアルタ

イムでの電力の状況把握が必要である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 利用シーン 

 

Table 1 ツール要求仕様 
 機能名 手法 

(1) 

ユーザ 

電力 

管理 

 

見える化 

機能 
宅内にサーバ構築 

電力管理 

負担軽減 

機能 

複雑な設定を自動化 

(2) 

節電 

行動 

促進 

 

節電告知 

機能 
情報端末機器の画面表示や音声 

リアルタイム

機能 
瞬時電力情報をリアルタイム取得 

 

3. 実装 
 実装したツールの構成図を Fig. 2に示す．本研

究では，HEMS の見える化の従来技術として富

士通の F-PLUGを用いて実装した． 

ユーザ電力管理は，ユーザが任意の機器に対

して F-PLUG を設置し，同時に電力管理サーバ

を設置することによってユーザが意識している

機器の情報を電力管理サーバで管理する． 

節電行動促進は，電力管理サーバで取得した

電力管理を行っている機器の瞬時電力情報を確

認することが可能で，電源の消し忘れがあるか

定期的に確認できるタイマを任意で設定し，節

電への行動を促進する． 

見える化機能は，宅内にサーバを導入し，瞬
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時電力をユーザに把握させる機能である．サー

バ設置が容易であり，複雑な設定を必要とせず，

電源を差し込めば起動する Raspberry Pi を用いて

実装した． 

電力管理負担軽減機能は，電力管理サーバで

ある Raspberry Pi に電源を差し込むとサーバが起

動され，F-PLUG と自動的に通信を行い，リアル

タイムの瞬時電力情報を取得する． 

節電告知機能は，Android スマートフォンを通

じて電力管理中の機器の最新の状態が確認でき，

瞬時電力情報を基に画面表示や音声による告知

を行いユーザの電源の消し忘れに対して節電に

向けた行動を促進する機能である． 

 リアルタイム機能は，電力管理サーバが瞬時

電力情報をリアルタイムで取得し，取得した情

報を Androidスマートフォンに反映する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 2 実装したツールの構成図 

 

実装したツールのフローを Fig. 3に示す．ユー

ザは消費電力の気になる家電製品に F-PLUG を

接続し，電力管理サーバを設置することにより

消費電力の状況が Android スマートフォンを通じ

てリアルタイムで確認できる．消費電力確認タ

イマを設定することにより，ユーザ任意の時間

に対象機器の情報を取得し，電源の消し忘れを

防ぐ．タイマを設定しなかった場合，瞬時電力

が 1[W]以上あった場合，5 分毎にユーザに告知

し，機器の確認を促す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 3 実装したツールのフロー 

4. 評価 
 実装したツールの見える化機能，電力管理負

担軽減機能及びリアルタイム機能の評価として，

電力管理サーバと F-PLUG の距離によるリアル

タイム取得に遅延が発生するか，電力管理サー

バと F-PLUG の距離による Bluetooth 通信時間を

計測した．ユーザがサーバに電源を入れた時間

を計測開始とし，サーバが F-PLUG の瞬時電力

情報を取得した時間を計測終了とした．5 種類の

距離に対して 10 回ずつ計測し，各距離の平均値

を算出した．計測結果を Fig. 4に示す．5[m]の範

囲内であれば 30[s]以内で情報取得が可能となる

結果となった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 4 計測結果 

 

5. まとめ 
 ユーザが電力管理を行う環境構築として，家

電製品の消費電力の情報を確認可能とするため

のユーザ向け電力管理サーバを構築した．また，

ユーザの節電への意識付けとしてスマートフォ

ンによる節電に向けた行動を促進させる機能を

実装した．各機能の内，見える化機能，電力管

理負担軽減機能及びリアルタイム機能の性能評

価を行った．今後は本ツールをユーザに導入し，

節電告知機能の評価を行う． 
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